
すこやか委員さんが、５月８日の
戦勝記念日の説明をしました。 

朝会講話「目の前の友達と今いる時間を大切に」 

今日は、今一番気に入っている言葉の話をしたいと思

います。それは児童生徒会のスローガンである「目の前

の友達と今いる時間を大切に」という言葉です。4 月に

学校が始まって、たくさんの新たな出会いがありました。

でも、その前の 3 月にはたくさんの別れがありました。

別れのさびしさを知っていると、出会いの楽しさが余計

に引き立ってきます。今年のスローガンは、本当に出会

いの大切さを表しているなあと深く深く思います。 

そこで、友達と今いる時間を大切にするには、何をすればいいのか、と考えてみました。友

だちと今いる時間を大切にするということは、友達のことをわかろうとすること、そして協力

し助け合うことだと思います。特に、友達の「よいところをわかろうとすること」はとっても

大切です。その人のよいところを発見することは、その人との新しい出会いでもあります。よ

いところを認めてもらえれば、その人のやる気はさらに高まっていくと思います。そのために

は、目の前の友達がやっていることをしっかりと見てあげること、そしてよいところを「すご

い！」とか「頑張ったね」と励ましたり、認めてあげたりしてください。もちろん、相手の話

をよ～く聞くことも大切ですね。また、言葉や行動だけでなく、友達のいろんな作品や作文を

じっくりと鑑賞することも、友達を大切にすることになります。 

そして、みんなで一つのことを協力して助け合って達成しま

しょう。今、まさしく運動会に向けて頑張っていますが、友達

のよさをよく知り、励まし、協力し助け合ってほしいと思いま

す。 

ところで、出会いといえば、あと二つありました。（手が上

がりました！）はい、そうですね。「チェコとの出会い」、「自

分との出会い」です。どちらも、お友達の場合と同じように「チ

ェコのよいところを知ろうとする」そして「チェコの人と交流

すること」が大切だと思います。もっともっとチェコという国のよさや面白さを知りましょう。

そして、身近な交流、例えば、「挨拶」からでもいいからはじめてください。 

そして、最後の自分との出会いも、自分のよさをどれだけ知っているか、そして自分は何が

できるかということです。自分の欠点はすぐに言えても、自分のよさを胸を張って言える人は
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学校教育目標 

「 自ら学び 共に学ぶ 豊かな心と国際性あふれる たくましい児童生徒の育成 」 

目指す子ども像 

「 かしこい子・やさしい子・たくましい子・世界で生きる子 」 

児童生徒会スローガン 



開校記念日（36回目の誕生日）中 3の田中児童生徒会長のあいさつです。 

「今日は、プラハ日本人学校の創立記念日です。プラハ日本人学校は、今年で３６周年で

す。つまり３６歳になりました。ところで皆さんは、自分の誕生日は好きですか？僕は小さ

いころは好きでしたが、今はそうでもありません。小さいころはプレゼントが楽しみで仕方

がありませんでしたが、今はそのプレゼントももらえません。また、誕生日を迎えればまた

一つ年を重ねます。しかし、自分の生まれた日というだけで、その日を境に成長したり、大

人になったりするわけでもありません。けれども、その日にお母さんが自分を産んでくれた

のは事実です。僕は、そんな誕生日くらい普段しない人も感謝すべきだと思います。「産んで

くれてありがとう」と。僕はこんな誕生日は嫌いではありません。また、今僕がこんなに健

康で楽しく生活しているのは親のお陰です。それと同じで、この学校も創立記念日を迎え、

急に何かが変わるわけではありません。しかし、今日までこの学校を支えてくださった方々

がいることを忘れてはいけません。だから、私たちは目の前にいる友達を大切にしていきま

しょう。」（抜粋） 

                         開校記念日の恒例のお餅つきに        

                        は、中学部が交流をしているギムナ        

                        ジウム・ストドュルキーから２６名     

                        の生徒が一緒に参加しました。また、 

                        毎年スポーツテストで会場をお借り 

                        したり、体育の時間でラウドヴァ校

（分校です。）の校庭を使わせていただいたりしているペジナ基礎学校のパブリショバー校長

先生と二人の副校長先生も来校して、一緒に餅つきに参加していただきました。 

※今年度は、PTAの方に餅つきのお手伝いをしていただきました。ありがとうございます。 

 

案外少ないのです。これはまたの機会に話しましょう。 

最後に教頭先生のふるさとの熊本で大きな地震が起こったことはみんな知っていると思いま

す。ここでも、被害の状況を知り、今何ができるか、児童生徒会を中心に考えていきたいと思

います。被害にあわれた人たちにとって、これからでもできる支援や励ましはけして遅くない

と思います。 

 
   ☆☆お知らせ☆☆ 

 ５月１３日（金）に緊急下校訓 

練を行います。４月にお配りして 

います『緊急時における家庭対応 

マニュアル』のご確認をお願いい 

たします。 


